
　

開始年度 昭和　　51

④
経
　
費

財
源
内
訳

※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

22,000

将来目標

94

「実績」
縮小図る

243 244

94

単位

人

日

目標値 95

22,000

H28目標値

22,943 22,186

Ｈ 26 Ｈ 27

27,886

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

①内科診察
　実施（受付）日：月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
　実施（受付）時間：午前８時から午前１１時（診療開始は午前８時３０分）
②内視鏡検査の実施
③糖尿病外来・糖尿病初診外来の実施

基本
方針

354,055

308,187 218,601

1,373

26,299

1,279

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 8.70

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

04-2992-1151
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

所沢市病院事業の設置等に関する条例･
所沢市市民医療センター管理規則

部課コード 200000 ℡

法定受託＋附加

事業コード
内科外来事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

210401

①事務事業名

終了年度 年度

市民医療センター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

入院事業

■ □ □

年度

297,233

→

事業の種別

保健・医療節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市保健医療計画、第二次所沢市市民医療センター改革プラン

都市化に伴う救急医療体制の確立と公的医療機関の整備・充実を強く市民から望まれ、昭和５１年９月に地域医療及び救急医療の観点から高
度な医療体制を備えた病院として開設した。
なお、より高度な診断治療については防衛医科大学校病院、西埼玉中央病院、埼玉医科大学病院等との連携を図る考えのもとに診療科目は、
内科・小児科・放射線科の３科とした。

総合計画の体系 章 健康・福祉 地域医療・救急医療の充実

人

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

283,771

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

原則として、１６歳以上の市民を対象にしているが、近隣市町村の方に利用されること
もある。 平成

4.10

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

地域住民の医療ニーズを的確に把握して、地域における医療提供体制の充実を図り、良質な医療を効率的・継続的に提供する。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

296,463

246,273

人） （

8.30人 71,878

≪会計種別≫ 企業会計

国・県支出金

337,352

一般財源

平成 26 年度

（

28

7.00

381,080

（ 4.50

27 年度平成

78,489

（千円） 年度 （千円）

354,055

337,352 246,273

（千円） 平成

人

事業費合計

正規職員人件費

人）

9.00人

診療日数 243

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

244

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

内科患者数（二次救急除く） 延べ人数

％ 達成率 99 98

　 項目名 項目説明

成果指標 一日の患者数

継続

民間の医療機関では受入れが困難な難病患者を新たに受け入れるなど、公的医療機
関に期待される医療を提供している。
糖尿病による足病変を予防するためのフットケアが可能なスタッフを1名増員し、糖尿病
看護指導の強化に努めている。

93

実 績 94 91
内科患者数／診療日数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

市民医療センター事務部総務担当参事　小峯英夫

終了

次年度予算

評価日 平成28年8月4日 評価者職氏名

理由
地域に根ざし、患者が安心して受診できる医療機関として、常に確かな知識と
技術を習得し、受診環境の整備に努める。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
安定的な診療実施体制を構築するため、内視鏡医師の確保など所要な措置を
講じる必要が生じることから、予算措置について拡大が必要である。

拡大 縮小

有

有

医療行為による感染性廃棄物
の排出

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

糖尿病の重症化予防策として、所沢市の生活習慣病重症化予防対策事業に
継続参加するほか、外来糖尿病教室も引き続き開催していく。
安定的な診療実施体制を構築するため、非常勤医師の活用についても検討
する。

看護師の配置の見直しを行い処置室での看護体制を強化したことにより、採血、注射、
点滴等の処置がより迅速に行えるようになった。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

年間を通して穏やかな天候が続き、インフルエンザなど感染症の大きな流行
がなかったことなどが主な理由と考えられる。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


